
＊
＊
＊

《
問
題
Ⅰ
》   

漢
字
・
語
彙
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴　
意
向
・
移
行　
　

⑵　
歓
喜
・
喚
起

⑶　
好
奇
・
高
貴　
　

⑷　
不
審
・
腐
心

第
二
問

⑴　
完
遂　
　

⑵　
綿
密

⑶　
添
削　
　

⑷　
克
服

第
三
問

⑴　
臨
機
応
変
・
エ

⑵　
我
田
引
水
・
イ

第
四
問

⑴　
父
が
畑
の
害
虫
を
駆
除
す
る
。

⑵　
地
域
の
伝
統
産
業
を
自
治
体
が
奨
励
す
る
。

⑶　
担
当
し
た
事
業
が
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ
た
。

⑷　
風
情
の
あ
る
寺
院
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
。

■
配
点

第
一
問　
各
2
点
（
完
全
解
答
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

第
二
問　
各
2
点

第
三
問　
各
4
点
（
四
字
熟
語
・
意
味　

各
2
点
）

第
四
問　
各
4
点
（
並
べ
か
え
・
漢
字　

各
2
点
）

◆
解
説

第
一
問同

音
異
義
語
の
問
題
。
文
脈
か
ら
意
味
を
考
え
、

適
切
な
漢
字
に
直
し
ま
す
。

第
二
問意

味
か
ら
二
字
熟
語
を
作
成
し
ま
す
。
単
漢
字

の
意
味
を
考
え
、
組
み
合
わ
せ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

第
三
問文

脈
か
ら
適
当
な
四
字
熟
語
を
考
え
ま
す
。
正

し
い
意
味
と
使
い
方
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

第
四
問ま

ず
助
詞
を
自
立
語
に
く
っ
つ
け
て
、
文
節
を

作
り
ま
す
。

⑴　
「
父
が
」
→
「
駆
除
す
る
」
が
主
語
と
述
語

の
関
係
。
あ
と
は
、「
畑
の
」
→
「
害
虫
を
」

→
「
駆
除
す
る
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑵　
「
自
治
体
が
」
→
「
奨
励
す
る
」
が
主
語
と

述
語
の
関
係
。
あ
と
は
、「
地
域
の
」
→
「
伝

統
産
業
を
」
→
「
奨
励
す
る
」
と
つ
な
が
り
ま

す
。

⑶　
「
事
業
が
」
→
「
乗
っ
た
」
が
主
語
と
述
語

の
関
係
。「
担
当
し
た
」
→
「
事
業
が
」
→

「
乗
っ
た
」、「
よ
う
や
く
」
→
「
乗
っ
た
」、

「
軌
道
に
」
→
「
乗
っ
た
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

「
軌
道
に
乗
る
」
と
は
、
計
画
し
た
通
り
に
物

事
が
順
調
に
進
む
こ
と
。

⑷　
「
寺
院
が
」
→
「
集
ま
っ
て
い
る
」
が
主
語

と
述
語
の
関
係
。「
風
情
の
」
→
「
あ
る
」
→

「
寺
院
が
」
→
「
集
ま
っ
て
い
る
」、「
多
く
」

→
「
集
ま
っ
て
い
る
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅱ
》   

論
理
的
言
語
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
⑴　
オ　
　

⑵　
ア

第
二
問

問
一　
悪
い
年
回
り
は
い
つ
か
は
回
っ
て
来
る
の

が
自
然
の
鉄
則
で
あ
る
と
覚
悟
を
定
め
て
、
良

い
年
回
り
の
間
に
充
分
の
用
意
を
し
て
お
く
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
が
ち
な
こ
と
。

問
二　
⑴　
e
・
エ　
　

⑵　
a
・
オ

　
　
　

⑶　
b
・
イ　
　

⑷　
d
・
ウ

■
配
点

第
一
問　
各
6
点

第
二
問　
問
一　
12
点

　
　
　
　

問
二　
各
4
点
（
完
全
解
答
）

◆
解
説

第
一
問

⑴　
「
彼
は
」
→
「
成
し
遂
げ
た
」、「
日
本
人
の
」

→
「
卓
球
選
手
と
し
て
」
→
「
成
し
遂
げ
た
」、

「
史
上
初
の
」
→
「
快
挙
を
」
→
「
成
し
遂
げ

た
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑵　
「
大
雪
に
よ
る
」
→
「
凍
結
で
」
→
「
規
制

さ
れ
た
」、「
路
面
の
」
→
「
凍
結
で
」
→
「
規

制
さ
れ
た
」、「
高
速
道
路
の
」
→
「
通
行
が
」

→
「
規
制
さ
れ
た
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

第
二
問

問
一

「
健
忘
症
」
と
は
、
こ
こ
で
は
忘
れ
っ
ぽ
い
こ

と
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
が
、
前
の
文
に
「
忘
れ

が
ち
な
こ
と
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
指
し
て
い

る
と
わ
か
り
ま
す
。
で
は
、
何
を
忘
れ
が
ち
な
の

か
と
い
う
と
、「
こ
れ
ほ
ど
万
人
が
き
れ
い
に
忘

れ
が
ち
な
こ
と
も
ま
れ
で
あ
る
」
の
「
こ
れ
」
で
、

具
体
的
な
指
示
内
容
は
、
直
前
の
「
悪
い
年
回
り

は
～
用
意
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
」
で
す
。

問
二

⑴　
天
変
地
異
の
例
と
し
て
、
空
所
直
前
で
函
館

の
大
火
や
北
陸
の
水
害
に
つ
い
て
述
べ
、
空
所

直
後
で
近
畿
の
風
水
害
の
例
を
付
け
加
え
て
い

る
の
で
、
添
加
の
「
さ
ら
に
」。

⑵　
人
は
、
不
幸
が
頻
発
す
る
と
、
他
力
に
す
が

ろ
う
と
す
る
の
で
、
順
接
の
「
す
る
と
」。

⑶　
空
所
直
前
と
直
後
で
逆
の
こ
と
を
述
べ
て
い

る
の
で
、
逆
接
の
「
し
か
し
」。

⑷　
空
所
直
前
で
、
災
禍
が
重
な
る
の
は
自
然
の

現
象
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
空
所
直
後
で

は
、
こ
れ
は
自
然
の
鉄
則
で
あ
る
と
覚
悟
を
定

め
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
前
文
と
比
較

し
て
後
文
を
選
択
す
る
「
む
し
ろ
」。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅲ
》   
論
理
的
読
解
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
C 

→ 

A 

→ 
E 
→ 

B 

→ 

D

第
二
問

⑴　
イ　
　

⑵　
エ　
　

⑶　
ア　
　

⑷　
ウ

第
三
問

⒜　
ウ　
　

⒝　
イ　
　

⒞　
ア　
　

⒟　
エ

第
四
問平

和
憲
法
を
体
現
す
る
た
め
の
営
み
を
「
象
徴

の
務
め
」
に
ま
か
せ
る
だ
け
で
な
く
、
国
民
も
考

え
担
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
べ
き
だ
。

■
配
点

第
一
問　
10
点　
　
　

第
二
問　
各
2
点

第
三
問　
各
2
点　
　

第
四
問　
14
点

◆
解
説

第
一
問冒

頭
の
坂さ
か

口ぐ
ち

安あ
ん

吾ご

「
続
堕
落
論
」
の
内
容
を
受

け
て
、
C
「
日
本
人
の
そ
ん
な
振
る
ま
い
を
安
吾

は
…
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次
に
、
C
（「
当

時
」）
と
現
代
と
を
比
較
す
る
A
に
続
き
、
A
の

「
似
た
よ
う
な
精
神
構
造
」
の
具
体
的
な
内
容
を

E
で
述
べ
て
い
ま
す
。
E
の
「
天
皇
と
い
う
権
威

が
担
え
ば
す
む
こ
と
な
の
か
」
と
い
う
問
題
提
起

測
　
　
定
　
　
す
　
　
る
　
　
能
　
　
力

漢
字
・
語
彙
力

論
理
的
言
語
力

論
理
的
読
解
力

論
理
的
思
考
力

論
理
的
表
現
力

漢
字
や
語
彙
を
使
い
こ
な

す
力
。
漢
字
を
使
っ
て
論

理
的
な
文
章
を
組
み
立
て

る
力
。

日
本
語
を
論
理
的
に
扱
う

能
力
。
一
文
の
構
造
を
論

理
的
に
つ
か
ま
え
る
力
。

「
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
」、

指
示
語
・
接
続
語
な
ど
を

論
理
的
に
扱
う
力
。

文
章
構
造
を
論
理
的
に
解

説
す
る
力
。
文
と
文
と
の

論
理
的
関
係
、
段
落
と
段

落
と
の
論
理
的
関
係
、
文

章
全
体
の
論
理
構
造
を
把

握
す
る
力
。
趣
旨
を
的
確

に
把
握
し
、
小
説
な
ど
を

客
観
的
に
読
む
力
。

文
章
の
要
点
を
論
理
的
に

整
理
し
、
ま
と
め
る
力
。

論
理
的
に
説
明
す
る
力
。

お
も
に
記
述
力
・
論
述
力
。

他
者
に
向
か
っ
て
、
論
理

的
に
話
す
力
。
論
理
的
に

思
考
し
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
書
く
力
。

国
際
標
準
論
理
文
章
能
力
検
定
　
レ
ベ
ル
8
―
9
　
　
2
0
1
9
年
度
　
第
2
回 

解
答
と
解
説



を
受
け
て
、
B
で
、
大
事
な
こ
と
を
「
象
徴
の
務

め
」
に
ま
か
せ
る
こ
と
に
対
す
る
疑
問
を
述
べ
、

最
後
に
D
で
筆
者
の
主
張
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

第
二
問

⑴　
直
後
に
「
投
票
に
も
行
か
ず
政
治
家
や
官
僚

に
従
う
こ
と
を
指
す
」
と
あ
る
の
で
、「
お
ま

か
せ
民
主
主
義
」。

⑵　
直
前
の
「
そ
ん
な
振
る
ま
い
」
と
は
、「
国

民
は
戦
争
を
や
め
た
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
」

の
に
、「
陛へ
い

下か

の
命
令
だ
か
ら
、
忍
び
が
た
い

け
れ
ど
も
忍
ん
で
負
け
よ
う
」
と
嘘う
そ

を
つ
い
て

い
た
こ
と
を
指
す
の
で
、「
歴
史
的
大
欺ぎ

瞞ま
ん

」。

直
後
の
「
自
ら
を
欺
く
行
為
に
等
し
い
」
と
い

う
文
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

⑶　
直
前
の
B
で
、
私
た
ち
国
民
は
、
天
皇
制
を

介
し
て
、
す
ご
く
大
事
な
こ
と
を
「
象
徴
の
務

め
」
に
ま
か
せ
、
考
え
る
の
を
怠
っ
て
き
た
と

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
世
襲
に
由
来
す
る

権
威
」
を
あ
り
が
た
が
り
、
よ
り
ど
こ
ろ
に
し

て
き
た
の
で
す
。

⑷　
空
所
の
後
の
文
に
、「
第
2
次
大
戦
の
戦
地

へ
の
訪
問
」
と
い
う
例
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
地
へ
の
訪
問
は
、
天
皇
の
「
象
徴
と
し
て
の

務
め
」。

第
三
問

⒜　
敗
戦
の
時
の
話
で
、
国
民
が
本
当
は
や
め
た

く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
の
は
「
戦
争
」。

⒝　
敗
戦
当
時
、
天
皇
は
「
元
首
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
代
は
「
象
徴
」
で
す
。

⒞　
天
皇
制
と
異
質
な
現
代
の
仕
組
み
と
は
「
民

主
主
義
」。

⒟　
冒
頭
に
も
「
陛
下
の
命
令
だ
か
ら
…
忍
ん
で

負
け
よ
う
」
と
あ
り
ま
す
。
国
民
は
、
天
皇
、

つ
ま
り
「
権
威
」
の
行
動
と
価
値
観
に
身
を
ゆ

だ
ね
、
自
分
た
ち
で
は
何
も
言
え
な
か
っ
た
の

で
す
。

第
四
問「

そ
ん
な
姿
勢
」
と
は
、
直
前
の
「
世
襲
に
由

来
す
る
権
威
を
何
と
な
く
あ
り
が
た
が
り
、
と
き

に
、
よ
り
ど
こ
ろ
に
す
る
」
姿
勢
で
す
。
筆
者
は

こ
の
よ
う
な
国
民
の
姿
勢
に
対
し
、「
す
ご
く
大

事
な
こ
と
を
『
象
徴
の
務
め
』
に
ま
か
せ
て
、
考

え
る
の
を
怠
っ
て
こ
な
か
っ
た
か
」
と
疑
問
を
呈

し
て
い
ま
す
。「
す
ご
く
大
事
な
こ
と
」
と
は
、

そ
の
前
の
E
に
あ
る
「
平
和
憲
法
を
体
現
す
る

道
」
に
つ
な
が
る
営
み
の
こ
と
で
す
。
以
上
を
ふ

ま
え
、
与
え
ら
れ
た
条
件
で
解
答
を
ま
と
め
ま
す
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅳ
》   

論
理
的
思
考
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴　
ア
ポ
ロ
11
号
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性
能
は

現
在
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
よ
り
低
い
と
言
わ
れ

る
。

　
　
（
現
在
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
よ
り
ア
ポ
ロ
11

号
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性
能
は
低
い
と
言
わ

れ
る
。）

⑵　
木
の
幹
が
太
く
て
背
が
高
い
ほ
ど
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
量
が
多
い
。

第
二
問ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
光
に
は
眼
を
疲
れ
さ
せ
体

内
リ
ズ
ム
を
乱
す
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
の
比
率
が
高
い

の
で
、
使
用
の
際
に
は
体
へ
の
悪
影
響
が
あ
る
こ

と
を
理
解
す
べ
き
だ
。

第
三
問詩

は
、
彫
刻
で
何
か
を
語
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
、

愚
劣
な
彫
刻
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
か
ら

彫
刻
を
護
っ
て
く
れ
る
か
ら
。

■
配
点

第
一
問　
各
8
点

第
二
問　
12
点

第
三
問　
12
点

◆
解
説

第
一
問

⑴　
不
要
な
語
句
は
「
可
能
だ
」「
比
較
し
て
」

で
す
。

⑵　
不
要
な
語
句
は
「
排
出
の
」「
少
量
の
」
で

す
。

第
二
問ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
に
よ
る
体

へ
の
悪
影
響
に
つ
い
て
の
文
章
で
、
最
後
の
段
落

に
書
か
れ
た
筆
者
の
主
張
と
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
に
よ

る
体
へ
の
悪
影
響
の
具
体
例
を
ま
と
め
て
書
き
ま

し
ょ
う
。

第
三
問傍

線
部
の
直
前
に
「
こ
う
い
う
わ
け
で
」
と
あ

る
の
で
、
直
前
の
一
文
が
傍
線
部
の
理
由
に
な
り

ま
す
が
、
字
数
条
件
に
合
い
ま
せ
ん
。
具
体
的
に

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
が
書
か
れ
た
部
分
を
探
し

ま
し
ょ
う
。
筆
者
が
彫
刻
で
何
か
を
語
ら
ず
に
は

居
ら
れ
な
い
ま
ま
だ
と
、
愚
劣
な
彫
刻
が
で
き
あ

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
短
歌
を

書
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
彫
刻
が
愚
劣
な
も
の

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
い
だ
の
で
す
。
そ
の

短
歌
の
延
長
が
「
詩
」
で
す
。
つ
ま
り
、
詩
が
彫

刻
を
護
っ
て
く
れ
る
の
で
、
詩
を
安
全
弁
に
例
え

て
い
る
の
で
す
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅴ
》   

論
理
的
表
現
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
⑴　
ア　
　

⑵　
イ

第
二
問　
本
を
読
む
の
が
好
き
な
高
校
生
は
全
体
の

六
割
を
こ
え
る
の
に
、
実
際
に
本
を
月
に
一
冊
以

上
読
む
高
校
生
は
半
数
に
満
た
な
い
こ
と
。

第
三
問・夏

休
み
期
間
の
よ
う
に
読
書
の
時
間
を
と
れ
る

時
期
で
は
、
ふ
だ
ん
よ
り
も
本
を
読
む
人
が
多

く
な
る
か
ら
。

・地
域
の
図
書
館
や
書
店
・
古
書
店
が
身
近
で
本

を
手
に
す
る
機
会
が
多
い
場
所
で
は
、
本
を
読

む
人
が
多
い
か
ら
。

■
配
点

第
一
問　
各
3
点

第
二
問　
14
点

第
三
問　
各
10
点

◆
解
説

第
一
問

⑴　
資
料
2
を
見
る
と
、「
読
ん
だ
本
が
0
冊
」

の
人
の
割
合
は
半
数
を
こ
え
て
い
る
の
で
、
ア

の
「
高
い
」。

⑵　
⑴
で
本
を
読
ま
な
い
人
の
割
合
が
高
い
こ
と

が
示
さ
れ
た
の
で
、
本
を
読
む
人
の
割
合
が
低

い
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

第
二
問資

料
1
か
ら
、
読
書
が
「
と
て
も
好
き
」、「
わ

り
と
好
き
」
と
答
え
た
人
が
合
わ
せ
て
六
割
以
上

い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
資
料
2
を
見
る
と
、

一
か
月
間
で
本
を
一
冊
も
読
ま
な
い
高
校
生
は
半

数
を
こ
え
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

資
料
1
は
「
読
書
が
好
き
な
高
校
生
は
多
い
」
こ

と
を
示
し
、
資
料
2
は
「
本
を
読
む
高
校
生
は
少

な
い
」
こ
と
示
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
両
者
は

「
食
い
ち
が
っ
て
い
る
」
と
い
え
る
の
で
す
。
読

み
取
れ
る
こ
と
が
逆
接
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
意

識
し
な
が
ら
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

第
三
問資

料
2
と
資
料
3
を
見
比
べ
る
と
、
資
料
3
の

方
が
「
読
ん
だ
本
が
0
冊
」
の
人
の
割
合
が
低
く
、

本
を
一
冊
以
上
読
む
人
の
割
合
が
高
い
の
で
、
夏

休
み
期
間
の
方
が
本
を
読
む
人
が
多
い
こ
と
が
読

み
取
れ
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
、「
時
間
が
な
く

て
本
を
読
め
な
い
人
が
い
る
」
と
い
う
意
見
の
理

由
を
説
明
す
る
文
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
資
料
4

か
ら
は
、
地
域
の
図
書
館
や
書
店
・
古
書
店
が
家

の
近
く
や
通
学
路
の
途
中
に
あ
る
人
た
ち
の
方
が
、

そ
う
で
な
い
人
た
ち
よ
り
も
、
本
を
読
む
割
合
が

比
較
的
高
い
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
こ

れ
を
も
と
に
、「
機
会
が
な
く
て
本
を
読
め
な
い

人
が
い
る
」
と
い
う
意
見
の
理
由
を
説
明
す
る
文

を
作
り
ま
す
。


